
 令和７年度 女性学級 学習の足跡 

第 テーマ 講  師 開  催  日  時 
参加者数/会員数 

（出席率） 

９回 民話を学ぶ 
社会教育指導員 阿部希義 女性学級運 

営委員 原田久美子 井上孝子 中村美佐子  
令和８年 １月２３日（金）10:0０  ～  11:3０ 

２０名／３５名 

（５７.１％） 
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満足度の状況  

満足度    凡 例      回答数   割合  

５ 大いに満足した 2 名 11.8% 

  2 名 11.8% 

４ 満足した 5 名 29.4% 

  4 名 23.5% 

３ どちらとも言えない 3 名 17.6% 

  ０名  

２ 少し不満 1 名 5.9% 

  ０名  

１ 全く不満 ０名  

 17 100％ 
 

参加者からの意見・感想(一部) 

 

 

全体満足度 

（3.5 以上） 

76.5% 

 昔話、民話、伝承などの学習をしたいとの学級生のご要望に

お応えして、指導員が主となり、学級運営役員の三名の方にご

協力を賜り、前半部 防府市の昔話「おしょうなまず」、後半

部 小野地域の伝承話の校正で実施しました。 

「おしょうなまず」については、江戸時代後期と推定される

本編の成立時期における、農村の地域共同体としての生活様

式、年貢の供出、食生活の実情、旅の僧に関わる仏教とのかか

わりなどから、お坊さんの井戒めにも関わらず、沼の主を取っ

てしまう話の展開の意味を班別に学級生同士で話し合いまし

た。 

小野地域の伝承については、奥畑地区の「湯行峠の常吉狐」

について、時代背景や、当時の小野地域の自然や人々の暮らし

などから、「おしょうなまず」との共通点を考えました。 

班別研修では、「昔話から現代の自分たちも学ぶべきことが

多々ある」「自然の恵みがあってもその全部を取りつくさない

ことが命をつなげることになる」など、さまざまな発表がなさ

れ、有意義な学習となりました。 

凡例 
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・ マイクの音が聞き取りにくくて、よく分からなかった。順番を、最初に言

ってもらえればよかった。内容は良かった。 

・ マイクの音が反響して、よく聞き取れなかった。残念。 

・ 民話や昔話にスポットを当てたことがなかったので、新鮮に感じました。 

・ 防府市民でありながら、なかなか昔話としての市の成り立ちを知らず、

勉強になりました。 

・ 興味深い話をありがとうございました。 

・ 住んでいる地域の知らないことがたくさんありました。勉強できて良か

ったです。 

・ 大変良いと思いました。 

・ ここに住み 40 年くらいですが、初めて知った事も多くあり、詳しく説

明されて良かったです。 

・ 滋賀県に転勤で行きました。何も関係ない県だと思っていましたが、「久

兼」との関係にビックリ！ 

・  


